
 １．整備概要

・駅舎側エレベーター用通路、４・５番線
  ホーム、６・７番線ホーム各１基

・スロープ新設２箇所 ・旅客トイレ前、１番線ホーム各１箇所
・オストメイト用設備、収納多目的シート
  ベビーチェアー、着替え台、小便器装備

・触知図新設(音声案内装置付き)２箇所 ・駅案内用、トイレ案内用各１箇所

 ２．完成時期    平成２４年２月（予定）

 ３．総事業費    ２億８千万円

 ４．計 画 図

・改札内エレベーター新設(11人乗り)３基

・車いす対応型トイレ新設１箇所　

滝川駅バリアフリー化実現！
滝川駅に改札内エレベーターを設置します!

主な整備設備名 備  考

平成23年3月9日

　ＪＲ北海道では、駅のバリアフリー化を目指し、エレベーターなどの整備を進めており
ます。今回、滝川駅につきましては、国及び滝川市と協議が整い、駅のバリアフリー化が
実現することになりましたのでお知らせさせていただきます。

車いす対応型トイレ新設
触知図新設（トイレ用）

改札内エレベーター新設
（貫通型11人乗り）

改札内エレベーター新設
（貫通型11人乗り）

改札内エレベーター新設
（貫通型11人乗り）

スロープ新設
触知図新設（駅舎用）

スロープ新設

駅舎側エレベーター用通路

４・５番線ホーム

６・７番線ホーム

：移動円滑化経路

(凡例)

１番線ホーム

←札幌方 旭川方→


